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■ 開会点鐘　■ ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱

第15回（通算1293回）例会

会長あいさつ

　2週間ぶりの通常例会
です。10月1日の例会後に
エコキャップ回収を石塚さ
んの事業所で行いました。
半年間に集めたペットボト
ルキャップは3 5 0キロ、
163,400個です。次の回収
日は来年2月ですのでよろ

しくお願いします。10月2日の民友新聞に掲載された記事
を回覧します。10月3日にはゴルフコンペが東都郡山CCで
行われ、12名の参加をいただきました。天気も良く風もない
最高のゴルフ日和で、優勝者は根本克則さんでした。その
時の写真を回覧します。
10月4日には根本新世代委員長のご配慮でスポーツ少年
団ソフトボール新人戦大会慰労会を事務局隣の鶴我で
開催しました。6日には猪苗代湖水草回収作業に12名の
出席をいただきました。10月9日の新聞に掲載されましたの
でご覧ください。2009年からの事業で、今回で5回目の参
加です。4クラブから60人が出席されました。5年間の継続
事業で来年も行われます。終了後、華の湯さんでランチバ
イキングをいただきました。
　来週の例会は橿原RCさんへの訪問に変更され、9名
が今週金・土にお邪魔させていただきます。西那須野RC
さんとの台湾桃園RCへのメーキャップには鈴木さんと私
が3泊4日で行ってまいります。そのため11月5日の例会は
欠席させていただきます。

高縁　勝一　会長

パスト会長卓話

「私の職業について」
　10月1日のエコキャップ回
収、10月6日の水草回収作
業への皆様のご協力あり
がとうございます。10月5日
に地区職業奉仕セミナー
があり、深川純一先生の素
晴らしい講演がありました。
2晩ご一緒した中で色 な々

お話をお聞きすることができ、礼状をいただきましたのでお返
事を書いたところ、小冊子をいただきました。皆さんにもご覧
いただきたいと思いまして持参しました。
　私は現在住んでいる所で生まれ育ちました。父が昭和24
年に木材と木工業を創業しました。三菱電機の協力工場で、
最も社員の多い時には100人近くいました。当時の三菱電
機は南会津からブナを仕入れて貯木場に浮かべ、自社で
製材したり合板を作って足踏みミシンの引き出しや油受け
等を製造しておりました。ダイヤトーンスピーカーの部品を作
るようになり、私も高校時代に機械加工を手伝ったこともあり
ました。私は学校を卒業してから建築関係の会社に3年の
約束で勤めましたが、父が体調を崩したために1年足らず
の昭和46年12月に戻されました。それから工場の作業員と
して無我夢中でやってきました。その中で福島県の公営住
宅の仕事がありました。安積団地を皮切りにピーク時は

1,400世帯の公営住宅の内装部材の仕事を引き受けていま
した。年度初めに県と組合で決めたら資材の価格の上下に
関わらずその価格で納めるということで、資材が暴騰しても
値段を上げられないために苦しい時もありました。大手ハウ
スメーカーに勤めていた私の大学時代の同級生から独立
したいということで声を掛けられ、私がそれまで培ってきた技
術を生かせればということで出資してセンチュリーホームを
昭和63年に設立しました。仕事が増えて来ると資金調達が
大変になり、色 な々人の意見を聞いて悩みましたが引き継ぎ
ましたが、オノツカでは物作り一筋で営業はほとんど経験が
ありませんでしたので非常に苦労しました。住宅は人生の中
で一番大きな買い物ですから社会的な責任が重大です。
お客さんに喜んでもらえることが大事であると思います。
　高気密・高断熱住宅では通常は壁の中にグラスウールを
入れますが、私どもは外張り断熱を採用しています。スタイロ
ホームという硬いボードを外壁の外に張って気密を保ちます。
今では大手ハウスメーカーも取り入れている技術をいち早く
取り入れてきました。併せて国交省でも推奨していた長期
優良住宅に率先して取り組みました。最近はゼロエネ住宅
を作っています。構造計算や建物の断熱等をきちんと計算
して作るということを目的とした制度です。抽選のために3棟
を申し込んだところ、1棟が当選して260万円の補助がお客
さんに出ることになりました。今年になって木材利用ポイント
ができました。国産材の利用度合いによって補助金が出ま
す。色 な々制度の情報を早めにキャッチして対応しています。
公営住宅を作って来たオノツカは福島県の整備率で全国
ベスト5に入りました。将来のために同業の仲間と共に集成
材を作るための協同組合を作り、JAS認定を平成5年に取り
ました。平成22年10月に公共建築物等木材利用促進法が
施行されました。木材を活用しながら日本の森林を守ろうと
いうことです。公共施設での木材使用量は8％ほどでしたが、
国は27％まで上げようということで色 な々制度ができていま
す。平成22年に森林整備加速化林業再生基金事業という
補助事業ができました。22年度には木造建築のシステム開
発費用として3千万円の100％補助をもらって2年かけて開
発をし、翌年は設備に2分の1をもらって11月にドイツから機
械を入れました。24年には製品倉庫を建てることと開発実
験の認定を取るために進めています。
　建物の耐用年数は鉄骨は30～35年、木造は最長で22
年ですがほとんどは20年です。工場・倉庫は15年です。木

造は償却も早いしリサイクルもできます。公共施設だけでなく
商業施設にもぜひ採用して時代に対応できるようにと思い
ます。木造は燃えやすいことを心配される方もいますが、表
面だけが燃えて炭化するため中はしっかりしています。海外
でもショッピングモールなどの大スパンでも木材を使っていま
す。鉄骨であれば燃えない代わりにアメのように潰れてしま
いますが、木造はきちんと残ります。これからますます木造の
建物が増えるように私たちも頑張りたいと思っています。私
が常々思っていることは、自分の会社の体質に合うかどうか
を判断した上で何事にもチャレンジするということです。もう
ひとつは出会いを大切にすることです。ロータリーはもちろん
仕事の上での出会いも大切にしています。物作り一筋で現
場を大事にしており、工場も毎日見回りをしています。

小野塚　昇一　2008～2009年会長

幹事報告
　11月5日の例会に中央分区ガバナー補佐・幹事が来ら
れます。
　地区の「会津の里にこらんしょ！」プロジェクトは11月14日
まででしたが、11月30日まで期間が延長となりました。

【例会変更】
◎10/15(火)郡山コスモスRC→秋の紅葉散策
◎10/16(水)郡山西RC→3：15PM～ 職場訪問
　アサヒビール(株)福島工場
◎10/16(水)郡山西北RC→8：40AM～ 職場訪問
　大玉TAIGA C.C
◎10/16(水)郡山アーバンRC→7：30AM～ ゲスト卓話
　ホテルハマツ
◎10/17(木)郡山南RC→10/20(日)9：50AM～
　猪苗代湖松橋浜水草回収作業
◎10/22(火)郡山コスモスRC→10/20(日)9：50AM～
　猪苗代湖松橋浜水草回収作業

川名　修一　幹事
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会員数
31名

出席者数
21名

欠席者数
10名

出席率
67.74％

前回修正率
100,00％

前々回修正率
83.87％

■ 出席報告

■ 他クラブ出席者
◎9/14(土)地区行事・10/5(土)地区職業奉仕セミナー
　小野塚昇一さん

  ロータリー財団委員会報告　古山英夫ロータリー情報委員長
◎伊野　勝彦さん（high ageの皆さん元気で長生きしてく
　ださい。淋しくならないために！）
◎増渕　幸三さん（小野塚プロゴルファーの卓話大変楽し
　みです。）
　古山　英夫さん・小橋　達夫さん・大川原利信さん
　横田　三郎さん・川名　修一さん・挽野　喜孝さん
　平石　典生さん・村上　秀元さん

  米山記念奨学会委員会報告　　　　　　 大平裕孝委員長
　高縁　勝一さん・石塚　征夫さん・伊藤　幸夫さん
　大平　裕孝さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　鈴木　聡出席・スマイルＢＯＸ副委員長
◎ゴルフ部会
◎小野塚昇一さん（つたない卓話を聞いていただきありが
　とうございました。）
◎高縁　勝一さん（小野塚さん本日はよろしくお願いしますネ。）
　小橋　達夫さん・鈴木　　聡さん・根本　克則さん
　挽野　喜孝さん・溝井　宇一さん・村上　秀元さん
　伊藤　重幸さん・矢吹　智喜さん

ー閉会点鐘

「私の職業について」
　10月1日のエコキャップ回
収、10月6日の水草回収作
業への皆様のご協力あり
がとうございます。10月5日
に地区職業奉仕セミナー
があり、深川純一先生の素
晴らしい講演がありました。
2晩ご一緒した中で色 な々

お話をお聞きすることができ、礼状をいただきましたのでお返
事を書いたところ、小冊子をいただきました。皆さんにもご覧
いただきたいと思いまして持参しました。
　私は現在住んでいる所で生まれ育ちました。父が昭和24
年に木材と木工業を創業しました。三菱電機の協力工場で、
最も社員の多い時には100人近くいました。当時の三菱電
機は南会津からブナを仕入れて貯木場に浮かべ、自社で
製材したり合板を作って足踏みミシンの引き出しや油受け
等を製造しておりました。ダイヤトーンスピーカーの部品を作
るようになり、私も高校時代に機械加工を手伝ったこともあり
ました。私は学校を卒業してから建築関係の会社に3年の
約束で勤めましたが、父が体調を崩したために1年足らず
の昭和46年12月に戻されました。それから工場の作業員と
して無我夢中でやってきました。その中で福島県の公営住
宅の仕事がありました。安積団地を皮切りにピーク時は

1,400世帯の公営住宅の内装部材の仕事を引き受けていま
した。年度初めに県と組合で決めたら資材の価格の上下に
関わらずその価格で納めるということで、資材が暴騰しても
値段を上げられないために苦しい時もありました。大手ハウ
スメーカーに勤めていた私の大学時代の同級生から独立
したいということで声を掛けられ、私がそれまで培ってきた技
術を生かせればということで出資してセンチュリーホームを
昭和63年に設立しました。仕事が増えて来ると資金調達が
大変になり、色 な々人の意見を聞いて悩みましたが引き継ぎ
ましたが、オノツカでは物作り一筋で営業はほとんど経験が
ありませんでしたので非常に苦労しました。住宅は人生の中
で一番大きな買い物ですから社会的な責任が重大です。
お客さんに喜んでもらえることが大事であると思います。
　高気密・高断熱住宅では通常は壁の中にグラスウールを
入れますが、私どもは外張り断熱を採用しています。スタイロ
ホームという硬いボードを外壁の外に張って気密を保ちます。
今では大手ハウスメーカーも取り入れている技術をいち早く
取り入れてきました。併せて国交省でも推奨していた長期
優良住宅に率先して取り組みました。最近はゼロエネ住宅
を作っています。構造計算や建物の断熱等をきちんと計算
して作るということを目的とした制度です。抽選のために3棟
を申し込んだところ、1棟が当選して260万円の補助がお客
さんに出ることになりました。今年になって木材利用ポイント
ができました。国産材の利用度合いによって補助金が出ま
す。色 な々制度の情報を早めにキャッチして対応しています。
公営住宅を作って来たオノツカは福島県の整備率で全国
ベスト5に入りました。将来のために同業の仲間と共に集成
材を作るための協同組合を作り、JAS認定を平成5年に取り
ました。平成22年10月に公共建築物等木材利用促進法が
施行されました。木材を活用しながら日本の森林を守ろうと
いうことです。公共施設での木材使用量は8％ほどでしたが、
国は27％まで上げようということで色 な々制度ができていま
す。平成22年に森林整備加速化林業再生基金事業という
補助事業ができました。22年度には木造建築のシステム開
発費用として3千万円の100％補助をもらって2年かけて開
発をし、翌年は設備に2分の1をもらって11月にドイツから機
械を入れました。24年には製品倉庫を建てることと開発実
験の認定を取るために進めています。
　建物の耐用年数は鉄骨は30～35年、木造は最長で22
年ですがほとんどは20年です。工場・倉庫は15年です。木

造は償却も早いしリサイクルもできます。公共施設だけでなく
商業施設にもぜひ採用して時代に対応できるようにと思い
ます。木造は燃えやすいことを心配される方もいますが、表
面だけが燃えて炭化するため中はしっかりしています。海外
でもショッピングモールなどの大スパンでも木材を使っていま
す。鉄骨であれば燃えない代わりにアメのように潰れてしま
いますが、木造はきちんと残ります。これからますます木造の
建物が増えるように私たちも頑張りたいと思っています。私
が常々思っていることは、自分の会社の体質に合うかどうか
を判断した上で何事にもチャレンジするということです。もう
ひとつは出会いを大切にすることです。ロータリーはもちろん
仕事の上での出会いも大切にしています。物作り一筋で現
場を大事にしており、工場も毎日見回りをしています。
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